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雨の日の運転には十分な注意が必要で、す。

雨が降ると路面が滑りやすくなります。また、視界の悪化に

よって危険の察知が遅れがちになります。

実際に雨の日の事故の多くは、この「スリップ Jと

『見えないこと」によるものが大半を占めています。

そこで今回は雨の日の運転で、知っておくべき知識と事故防止

のためのポイントを紹介します。

雨の日の路面状態に気を配る

。スピードを控えて慎重な運転を

クルマはタイヤと路面との「摩擦JIこよって移動・停止する原理であることは、よくご存じかと思います。 しかし、タイヤ

や路面は常に同じ状態、を保っているわけではありません。雨が降ると路面状況は激変します。

晴天時の乾いた路面に比べ、濡れた路面は摩擦による抵抗が減少して非常に滑りやすくなります。雨の日にはスピ

ードを控えめにし、車間距離を多めにとることが事故防止の第一歩となります。

。雨の降り始めに注意

濡れた路面は予想以上にスリップしやすくなっています。特に雨の降り始めには十分な警戒が必要です。

舗装路では、雨が降ると表面の汚れやホコリが浮き上がって路面にオイルをまいたような状態になるため、急激に滑

りやすくなります。雨が本格的に降っていなし、からといって油断すると、思わぬ事故につながります。

スリップ事故の多くはスピードの出しすぎによるものです。雨が降り始めたらすぐにスピード、を落としましょう。

また、 前を走るクルマと接近しすぎていると、前のクルマが減速した時に急ブレーキを踏むことになってスリップしやす

くなります。雨の日の制動距離( *1)は晴天時にくらべて長くなる傾向にあるため、前のクルマとの車間距離も多めに

取るようにしましょう。

雨が降ると、 あっという聞に路面状況が変化します。



。塗装面やマンホール、わだちに注意

クルマは 4本のタイヤと路面が接地していますが、このうちの 1つがスリップすると大きく 1¥ランスを崩してしまいます。

たとえば横断歩道や停止線などのペイント部分は、雨が降るとほかの路面にくらべて極端に滑りやすくなります。 また、

マンホールや道路の継ぎ固などの金属部分もスリップを引き起こしゃすいポイントです。

こうした場所を走行する際には、無理な加・減速や急ハンド、ルを控えるように心がけましよう。

わだちなどの水たまり!こ進入した後は、一時的にブレーキの効きが悪くなることがあるので注意してください。

最近のクルマの多くは、 ABS(本2)や横滑り防止装置など、安全のための最新装置が装備されていますが、 もちろんこ

れらの装置が絶対というわけではありません。自分のクルマや運転技術を過信せずに、雨が降ったらすぐにスピード

を控えめにして慎重な運転を心がけましょう。

濡れた停止線や横断歩道などはスリップしやすくなっています。

雨天時の高速道路走行

。スピードを控えて慎重な運転を

)。首都高速道路株式会社調べ倍も多くなってしまいます(5立、 晴天時の約 l雨の臼の高速道路での事故発生件数 

雨の日に高速道路を運転するときは、普段よりもさらにスピードの出し過ぎに注意して、 慎重な運転を心がける必要

があります。

。ハイドロプレーニング現象に注意

免許取得の際に教習所で必ず習う rl、ィド口プレーニング現象」という言葉を覚えているでしょうか? 

J、ィドロプレーニング現象とは、タイヤと路面の聞に水の膜がで ‘きて、タイヤがその上で、浮き上がって水上スキーのよ

うに滑走してしまうものです。この現象が発生すると、ハンドル操作やブレーキングがまったく効かない状態になり非

常に危険です。走行中に急に車体が浮き上がったような感覚を感じたら、 /¥ニックになって車線変更などをせずに、

落ちついて徐々に速度を落とし接地感が回復するのを待ちましょう。

急激に大量の雨が降ってきたときなどは、排水が追いつかずに路面に大きな水たまりができてしまう場合があります。

こうした箇所を通り抜けるときは、さらに速度を控えめにするように注意しましょう。



高速走行で、はハイド ‘ロプレーヱンゲ現象を常に意識しておきましよう。

。無理な追い越しゃ車線変更に注意

雨や雪の時の運転では、急加速・急減速・君、ハンドルなど「急 jのつく操作を控えるのが常識で、す。特に雨の高速道路

では、事故につながる非常に危険な行為となります。追い越しにも注意が必要です。前を定るクルマを抜くためには、

車線変更と急加速を行わなければなりません。雨の高速道路で、こうした無理な操作を行うことは非常に危険で、す。

また、雨の日の高速道路で、は事故の発生などで渋滞が発生し、突然前を走るクルマが減速したり停止したりしている

場合があります。さらに、大型トラックなどに接近しすぎると、水しぶきを受けて視界が極端に悪くなる場合もあります。

こうしたさまざまな事態を予測して、 十分な車間距離をとって走行するようにしましょう。

雨の高速道路で大型車のすぐ後ろや横につくのは非常に危険です。

。余裕をもって出発しましょう

晴天時に比べ、 雨の日の長距離移動は思わぬ時間がかかってしまいます。時間を気にしてイライラしてしまうと、 無

理な運転になりがちです。あらかじめ余裕をもって早めに出発することも、雨天時の高速道路走行の大きなポイントと

なるでしょう。


